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　「樹
じゅどう

洞」 と聞くと、 どんな生き物が思い

浮かぶでしょうか？たとえばフクロウだっ

たり、 ムササビだったり、 一般には、

鳥
ちょうじゅう

獣のすみかとしてのイメージが強いの

ではないかと思います。 ここでは、 ほと

んどの人が知らないであろう、 昆虫と樹

洞 （ウロ） の関係を見ていきます。

　昆虫の中でも、 ウロと関係が深いもの

を 「ウロ虫」 と呼ぶ人がいるのですが、

今ではかなり多様な分類群でウロに依

存する昆虫が知られています。 ざっと例

を挙げますと、 甲
こうちゅう

虫の仲間では、 数種

のカミキリムシ、 オオチャイロハナムグリ

（図 1） などのハナムグリの仲間、 ヤン

バルテナガコガネ、 マルバネクワガタ類

など、ハチの仲間では、ニホンミツバチ、

スズメバチ類、 各種のアリなどが、 ウロを

そのすみかとすることが知られています。

また、 カマドウマや様々な甲虫、 ガなど

が、 昼間の隠
かく

れ家
が

としての利用をしてい

ますし、変わったところでは、ウロにたまっ

た水
みず

溜
たま

りでしか発生しないキイロハラビロ

トンボというトンボもいます。 このようにウ

ロも、 様々な昆虫の住
す み か

処となっているこ

とがわかるかと思います。

　興味深いこととしては、 歴史的にめっ

たにお目にかかれない 「珍
ちんぴん

品」 とされ

るような昆虫に、 ウロをすみかとするもの

が沢山あったことです。 たとえば、 愛好

者の多いカミキリムシの中でも、 ヒラヤマ

コブハナカミキリ （図 2）、 ベニバハナカ

ミキリ、 ヒゲブトハナカミキリといった面々

は、 たまたま飛んでいるのを見つけたり、

ライトに飛来したところを採集する以外に

は、 確実に出会うことができなくて、 名

前のとおり日中花に集まることが多いこの

グループの中では、 異色の存在でした。

このハナカミキリの仲間も、 植物の枯れ

木や衰弱木、 ものによっては根を食べ

たりするものまでいるのですが、 そういう

心当たりの場所を探しても彼らは見つか

りません。 しかし、 食植性のカミキリムシ

ですので、 どこかで何かの植物を食べ

ているはずです。 長年の疑問は、 偶然

の記録の積み重ねの末に、 彼らがウロ

食いの昆虫だったことがわかって、 解決

しました。 今では常識になっていることで

すが、 最初にウロを探した人は本当にす

ごいと思います。 たとえば、 ヒラヤマコブ

ハナカミキリは、 アカメガシワやカエデな

ど、 ベニバハナカミキリはケヤキなど、 ヒ

ゲブトハナカミキリはトチやミズナラなど、

それぞれ好みは違ったのですが、 みな

ウロ食いという共通点があったわけです。

ウロ虫の面々は、 生活史の大部分をウロ

の中で過ごすことが多く、めっ

たに外部に出てきません。 こ

ういう人目に触れない習性が

あるために、 みな 「珍品」 と

されてきたわけです。

　いったん習性がわかってし

まうと、 探し方が確立されま

す。 要するに 「ウロ」 を覗
のぞ

い

ていけば良い訳です。 かつて

の珍品達も、 普通に見られる

種が多いことがわかってきまし

た。 低地にすむことの多いベ

ニバハナカミキリなどは、 国道

一号線ぞいや東京大学の構

内などでもみつかり、 「一国ベ

ニバ」 「東大ベニバ」 などの

ニックネームまでつけられまし

た。 結果的には普通種だった

わけですが、 この習性がわか

るまでは、 まさかそんな身近

な場所にいるものとは誰も考

えても見なかったわけです。 最初にあげ

た、 オオチャイロハナムグリやマルバネ

クワガタの仲間もそうでしたが、 このよう

に近縁な仲間とは一風変わった 「ウロ食

い」 の習性を持つ種は、 調査の盲
もうてん

点と

なってきたといえます。 １９９０年代は、 こ

うした調査が加速した 「ウロの時代」 で

した。 その後も、 クチキマグソコガネやコ

ブナシコブスジコガネなど、 なかなかお

目にかかれなかった種のすみかがウロで

あったことが次々に明らかになってきまし

た。 合言葉は、 「珍品はウロを探せ！」

　もっとも、 ウロというのは、 どこにでもあ

るわけではなく、 また彼らウロ虫が好み

の、 湿度が保たれるウロ （入り口が狭く、

中が広い） というのは、 そうそうあるわけ

ではありません。 ウロ虫の多くは、 針葉

樹の植林が進んでしまえば生きていけま

せんし、 ウロそのものも樹
じ ゅ い

医さんの手で

埋められたり、 切除される受難の時代が

あり、その影響は今もまだ続いています。

たかがウロ、 されどウロ、 この夏、 一見

木の傷にしか見えない樹洞に繰り広げ

られる様々な秘密の世界を、 あなたも一

緒にのぞいてみませんか？

苅
か る べ

部治
は る き

紀 （学芸員）樹洞と虫たち　−珍品たちのすみか−

図2　ヒラヤマコブハナカミキリ． かつての大

珍品もやはりウロ虫だった（高桑正敏撮影）．

図 1　オオチャイロハナムグリ． ウロのヘリに静止して匂い

を出し （じゃこう臭がある） ,　メスを待つ．
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